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―
記
念
式
典
―

―
記
念
式
典
―

大洗町町制施行 60 周年記念式典
－大洗港フェリー就航・大洗鹿島線開業 30 周年－

　

10
月
24
日
（
土
）、
大
洗
文
化

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
大
洗
町

町
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典

－

大

洗
港
フ
ェ
リ
ー
就
航
・
大
洗
鹿
島

線
開
業
30
周
年

－

」
と
題
し
た
記

念
式
典
を
、
国
会
議
員
を
は
じ
め

県
内
市
町
村
長
・
議
長
な
ど
多
く

の
方
々
に
ご
来
賓
と
し
て
参
加
い

た
だ
き
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
の
言
葉
、
国
歌
斉
唱
に
続

き
第
一
中
学
校
の
田
中
夏
也
さ

ん
、
南
中
学
校
の
吉
田
瑞
葉
さ
ん

が
町
民
憲
章
の
前
文
を
読
み
、
そ

の
後
参
加
者
全
員
で
町
民
憲
章
を

唱
和
し
ま
し
た
。

　

小
谷
町
長
が
「
小
さ
な
町
だ
か

ら
こ
そ
、
隅
々
ま
で
心
配
り
の
出

来
る
温
か
い
町
、
子
育
て
し
や
す

く
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
言
え
る
町

を
目
指
し
ま
す
。
そ
し
て
、
ふ
る

さ
と
を
大
切
に
思
う
町
民
が
い
る

限
り
、
こ
の
大
洗
町
が
ど
こ
よ
り

も
魅
力
的
な
ま
ち
に
な
る
こ
と
を

確
信
し
、
小
さ
く
と
も
キ
ラ
リ
と

光
る
ま
ち
と
し
て
輝
き
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。続
い
て
、

田
山
町
議
会
副
議
長
、県
知
事（
代

理
）、
国
会
議
員
、
田
山
県
議
会

議
員
に
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

式
辞

田中 夏也さん（一中）㊨と
吉田 瑞葉さん（南中）

井上 ミツイさん（黄綬褒章）

加部東 正廣さん（特別功績者）高木 三郎さん（特別功労者）町表彰のみなさん

　

式
典
に
先
立
ち
、
文
化

セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
に
お

い
て
、
町
功
績
・
功
労
者

36
名
、
豊
か
な
心
育
成
宣

言
標
語
・
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
12
名
に
対
し
表
彰
式
を

行
い
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
黄
綬

褒
章
受
章
者
の
井
上
ミ
ツ

イ
さ
ん
、
特
別
功
績
者
表

彰
の
加
部
東
正
廣
さ
ん
、

特
別
功
労
賞
表
彰
の
高
木

三
郎
さ
ん
に
対
し
、
小
谷

町
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念

品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

大
洗
町
表
彰

町
民
憲
章
唱
和
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豊
か
な
心
育
成
宣
言
標
語
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
発
表
で
は
、
大
洗
小

学
校
の
岩
城
凌
空
さ
ん
が
「
お
礼

の
あ
い
さ
つ
」
と
い
う
作
文
を
、

南
中
学
校
の
中
村
羅
菜
さ
ん
が

「
す
れ
ち
が
い 

あ
い
さ
つ
交
わ
し

て 

笑
顔
咲
く
」
と
い
う
標
語
を

発
表
し
ま
し
た
。

豊
か
な
心
育
成
宣
言

　

記
念
式
典
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
で
は
、
エ
ッ
カ
ー
ト 

ベ
ー
ゲ
マ
ン
さ
ん
・
大
山
真
理
佳

さ
ん
に
よ
る
、
Ｇ
・
フ
ォ
ー
レ
作

曲
の
幻
想
曲
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
Ｏ
ｐ

79
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
小
谷
町
長
が
花
束
を
渡

し
、「
お
二
人
は
明
日
が
結
婚
披

露
宴
で
す
」
と
紹
介
す
る
と
会
場

か
ら
は
、
祝
福
の
拍
手
が
沸
き
起

こ
り
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

― 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー 

―

― 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー 

―

大
洗
町
表
彰

中村 羅菜さん 岩城 凌空さん

※
敬
称
略

叙
勲
褒
章
受
章

●
瑞
宝
双
光
章

・
檜
山 

粂
重

●
黄
綬
褒
章

・
井
上 

ミ
ツ
イ

特
別
功
績
者
表
彰

●
地
方
自
治
の
発
展

・
川
原
井 

勝
一

・
武
藤 

文
一

●
社
会
福
祉
の
増
進

・
加
部
東 

正
廣

・
江
橋 

源
市

・
吉
澤 

彰

・
櫻
井 

昭
壹

・
小
野
瀬 

ひ
ろ
み

●
保
健
衛
生
の
向
上

・
髙
栁 

美
代
子

・
佐
藤 

美
津
枝

・
関
根 

早
苗

●
産
業
の
振
興

・
大
洗
町
漁
業
協
同
組
合

●
教
育
・
文
化
の
向
上

・
伊
藤 

敬
子

・
萩
原 

純
子

・
米
川 

美
智
子

・
小
野
瀬 

榮
子

●
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

・
関
根 

孝
明

●
治
安
の
維
持

・
倉
持 

栄
保

・
照
沼 

則
幸

・
髙
橋 

昭
正

特
別
功
労
賞
表
彰

●
健
康
増
進
功
労

・
永
嶋 

孝

・
高
木 
三
郎

●
生
活
環
境
保
全
功
労

・
舟
渡
４
区
き
れ
い
に
す
る
会

●
産
業
振
興
功
労

・
鹿
島
臨
海
鉄
道
り
ん
て
つ

　

応
援
団

・
大
洗
み
な
と
賑
わ
い
推
進
会

・
大
洗
町
漁
業
研
究
会

・
福
政
丸　

小
沼 

福
松

・
善
清
丸　

川
上 

和
寿

・
第
三
宏
丸　

飛
田 

正
美

●
ス
ポ
ー
ツ
功
労

・
磯
崎 

正

・
坂
本 

宴
子

・
安
田 

伸
也

・
菅
谷 

惣
衛

・
靍
田 

洋
寿

・
海
野 

好
功
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大
洗
町
町
制
60
周
年
を
記
念
し

た
イ
ベ
ン
ト
「
大
洗
60
祭　

～
町

制
60
周
年　

未
来
を
拓
く“
大
洗
”

～
」
が
、
独
立
行
政
法
人
航
海
訓

練
所
運
航
の
大
型
帆
船
「
海
王

丸
」
を
招
い
て
、10
月
24
日
（
土
）、

25
日
（
日
）
の
2
日
間
、
大
洗
港

第
4
埠
頭
に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

24
日
（
土
）
は
、
海
王
丸
に
よ

る
セ
イ
ル
ド
リ
ル
が
行
わ
れ
、
総

帆
を
張
っ
た
壮
大
な
雄
姿
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
25
日
（
日
）
は
一

般
公
開
が
行
わ
れ
、
船
内
や
甲
板

を
見
学
す
る
た
め
に
長
い
列
が
で

き
ま
し
た
。

　

岸
壁
で
は
、
大
洗
町
に
ゆ
か
り

の
あ
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
ほ

か
、
多
数
の
模
擬
店
や
カ
ー
フ
ェ

リ
ー
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」
の
船
内

見
学
会
（
24
日
の
み
）
な
ど
が
行

わ
れ
、
多
く
の
人
々
で
賑
い
大
盛

況
と
な
り
ま
し
た
。

　

25
日
夕
方
、
海
王
丸
は
登と

う

檣し
ょ
う

礼れ
い

を
行
い
、
次
の
寄
港
地
で
あ
る
大

分
港
に
向
け
出
港
し
ま
し
た
。

登
檣
礼
と
は
、
実
習
生
が
舳
先
や

ヤ
ー
ド
の
上
に
登
っ
て
見
送
り
を

す
る
帆
船
の
最
高
儀
礼
。

友好都市等の観光ＰＲ

登檣礼の様子

ステージイベント

海王丸一般公開への長い列 

バルーンリリースの様子

多くの来場者で賑わう会場

大洗町町制60周年記念イベント
「大洗60祭～町制60周年 未来を拓く“大洗”～」
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10
月
31
日
・
11
月
１
日
の
２
日

間
、
大
洗
町
芸
術
文
化
祭
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

中
央
公
民
館
な
ど
の
展
示
会
場

で
は
、
町
内
小
・
中
学
校
児
童
生

徒
や
芸
文
協
会
員
、一
般
の
書
道
、

篆
刻
、
絵
画
、
工
芸
美
術
、
写
真
、

陶
芸
、
俳
句
、
短
歌
、
い
け
ば
な
、

貝
合
わ
せ
、
ト
ン
ト
ゥ
・
キ
ャ
ン

ド
ル
な
ど
の
７
５
８
点
の
力
作
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
の
発

表
会
場
で
は
、
祭
り
ば
や
し
や
民

謡
、
詩
吟
、
日
本
舞
踊
、
保
育
園
・

所
、
幼
稚
園
や
小
中
学
校
・
一
般

の
音
楽
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。

　

上
三
川
町
文
化
協
会
と
の
交
流

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
し
ら
さ
ぎ
吹
奏

楽
団
な
ど
の
演
奏
に
観
衆
は
釘
付

け
と
な
り
ま
し
た
。
高
崎
市
文
化

協
会
群
馬
支
部
と
の
交
流
ス
テ
ー

ジ
に
お
い
て
は
、
南
京
玉
す
だ
れ

や
太
極
拳
の
舞
台
発
表
で
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

第
40
回
大
洗
町
芸
術
文
化
祭

―
芸
術
文
化
の
薫
り
高
い
町
に
―

芸術・文化
の祭 典

書
道
の
部

　

町
長
賞　

栗　

田　

定　

之

教
育
長
賞　

磯　

﨑　

啓　

子

　

優
秀
賞

　
　

一
席　

荻　

沼　

美　

代

　
　

二
席　

山　

本　
　
　

清

　
　

三
席　

上　

田　

セ
ツ
子

　

奨
励
賞　

田　

上　

彰　

子

　
　
　
　
　

鴨
志
田　

広　

子

　
　
　
　
　

會　

沢　

美　

佳

　
　
　
　
　

足　

利　

朋　

子

　
　
　
　
　

小
野
瀬　

典　

子

篆
刻
の
部

　

町
長
賞　

稲　

石　
　
　

孝

教
育
長
賞　

小　

沼　

栄　

子

　

優
秀
賞　

橋　

本　

寧　

男

絵
画
の
部

　

町
長
賞　

米　

山　

則　

子

教
育
長
賞　

小　

黒　

英　

子

　

優
秀
賞　

渡　

邉　

教　

子

　
　
　
　
　

井　

田　

き
み
子

　

奨
励
賞　

大　

谷　

雍　

臣

工
芸
美
術
の
部

　

町
長
賞　

田　

所　

良　

子

教
育
長
賞　

八　

木　

妙　

子

　

優
秀
賞　

大　

場　

道　

子

　
　
　
　
　

髙　

柳　

光　

子

　
　
　
　
　

吉　

川　
　
　

一

　

奨
励
賞　

大　

内　

和　

子

　
　
　
　
　

吉　

本　

里　

子

　
　
　
　
　

深　

作　

と　

り

陶
芸
の
部

　

町
長
賞　

會　

澤　

幸　

江

教
育
長
賞　

髙　

橋　

安　

子

　

奨
励
賞　

石　

田　

政　

代

　
　
　
　
　

小　

林　

愛　

子

写
真
の
部

　

町
長
賞　

高　

橋　

浩　

一

教
育
長
賞　

郡　

司　

浩　

行

　

優
秀
賞　

小　

川　

弘　

志

　
　
　
　
　

高　

野　

勇　

瀨

　

奨
励
賞　

飛　

田　
　
　

清

俳
句
の
部

　

町
長
賞　

川　

崎　

京　

子

教
育
長
賞　

猿　

田　

俊　

子

　

優
秀
賞　

田　

崎　

国　

勝

短
歌
の
部

　

町
長
賞　

身　

内　

ゆ　

み

教
育
長
賞　

打　

田　

照　

子

　

奨
励
賞　

佐　

藤　

よ
し
子

い
け
ば
な
の
部

　

優
秀
賞　

玉　

田　

ゆ
か
り

　

奨
励
賞　

小　

沼　

節　

子

　
　
　
　
　

高　

梨　

芳　

子

　
　
　
　
　

小　

沼　

留
美
子

₡

Ḻ

⁷

芸
術
文
化
祭
授
賞
者
（
敬
称
略
）

芸術文化協議会会員の作品

児童生徒の作品も展示

上三川町文化協会の皆さんをお出迎え上三川町しらさぎ吹奏楽団の発表
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10
月
31
日
（
土
）
～
11
月
15
日
（
日
）、
茨
城
県
近
代
美
術
館
及

び
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
茨
城
県
芸
術
祭
美
術
展
覧
会
が
開

催
さ
れ
、
大
洗
町
か
ら
次
の
方
々
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

ᵿ

↓
₡

Ṯ

茨
城
県
芸
術
祭
美
術
展
覧
会
の
入
選

民謡の発表

恵泉保育園園児による音楽発表

高崎市南京玉すだれの発表

和太鼓の演奏

授賞式で表彰された皆さん（写真部門撮影）

日本画 入選 海野弘子

洋画 入選 小沼　清

工芸美術 入選 髙橋康夫　美ノ邊潔

書

会員 會沢小伯

会友 會沢伯韻　大貫艸穹　

入選
磯﨑松花　海老原悠泉　栗田定硯　関根白峰　関根麗泉
福地伯洋　堀川紫香　　八木玉峰　山本毬月

写真

会員 水谷　勉　

会友推挙 桑嶋宣昭

入選 大久保正隆　飛田　清
（50音順・敬称略）
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　平成28年４月に、大貫小学校と夏海小学校が統合して、「南小学校」が開校します。
　この新たなスタートにあたり、南小学校のシンボルとなる校章デザインが決定しました。

南小学校の校章デザインが決定しました

◆校章デザイン決定経過
①公募の実施
　平成27年５～６月に募集したところ、たくさんの方々か
ら作品（91作品）が寄せられました。
②推薦の実施
　統合準備協議会において、基本的な考え方として、「南小
学校にふさわしく、地域の特色及び地域への想いが伝わる校
章」を推薦することとし、３つの作品を選定し、大洗町に推
薦しました。
③校章デザインの決定
　大洗町部局において、厳正な最終審査の結果、左のとおり、
選ばれた２つのデザイン要素を組み合わせた形で決定されま
した。

◆校章デザイン決定作品
　塚本 京子 さん（大貫小 6 年）
　米川 遥海 さん（夏海小 2 年）

大貫小学校 平成28年３月　５日（土）午前９時　／　大貫小学校体育館
夏海小学校 平成28年２月28日（日）午前９時　／　夏海小学校体育館

問合せ／統合準備協議会事務局（町教育委員会学校教育課内）
　　　　☎267－5111（内線352）

～「南小学校の校章」における説明（願い）～
　南小学校の校舎は、太平洋を一望できる高台に位置（現南中学校のグランド側）し、水平線の広がる海
辺を望める環境にあります。その環境＝大洗の「波」と「日の出」（塚本京子さんデザイン）、そして、大
洗の花「つつじ」と大洗の鳥「かもめ」（米川遥海さんデザイン）の２つのデザイン要素を組合せて構成し、
子どもたちも覚えやすく、誰からも親しまれるように、校名を大きく校章の中に入れたデザインです。
　この南小学校で、子どもたちが、大きな夢と希望を育んでいくことを願います。

　両校において、閉校記念事業実行委員会を設立して、次のとおり取り組んでおります。

○閉校記念誌
　�　両校において、歴史や伝統を尊重し後世に伝え残すために、「記念誌の作成」に
取り組んでおりますので、ぜひ各学校に申し込みください。

○閉校記念碑
　　両校において、記念碑建立に向けて取り組んでいます。
○閉校記念式典

閉校事業への取りくみ
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